
上越市立直江津小学校学校だより  令和５年度 第４号 通算 第２８９号 

ジ ェームス ・ ダ ン 
（ジェームス・ダンは、直江津小学校校歌の作曲者です） 令和５年９月１５日 

 

 

 

 

 

 

           林 克巳 

９月６日（水）、１年生が待望のアルパカを２頭、学校に迎え「アルパカの入学式」を行

いました。あいにくの雨で屋外では入学式はできず、急遽会議室で行うこととなりました。

アルパカと触れ合いながらというわけにはいきませんでしたが、それでも、子どもたちは

これから始まるアルパカとの生活にワクワクドキドキしながら、分担された役割を確実に

果たしながら入学式を行うことができました。 

 ヤギ、ヒツジ、ウサギ、ニワトリをはじめとして、生活科の創設以来、教育活動の一環

として様々な動物飼育を行う学校が増えました。当校同様にアルパカを飼育する学校が市

内でも増えたようです。 

 では、なぜ学校で、しかも低学年において「動物飼育」を行うのでしょう。その教育的

価値は何かを問うとき、私は、「子どもが自立する」ことにあると考えます。子どもはアル

パカと共に生活するために、子どもが生命を守るために、いろいろなことを経験し学んで

いきます。 

例えば、 

・アルパカを迎え入れるために、食べ物の準備や家（小屋）の準備を、本やインターネッ

トで調べたり、先生や親、上学年の友達に聞いたりしながら進めます。自分たちでできな

いことは周囲の大人や上学年にお願いして準備します。お願いの仕方も含めて、人との適

切なつながり方を実践を通して学んでいきます。新たにかかわる人が増えるとともに、深

いかかわり方も増えていきます。 

・気が向いたときにお世話をするのではありません。朝ごはんの準備、小屋の清掃など、

特に生命にかかわることは時間が決まっています。時間を守ってお世話するためには、自

分のこともその前までに済ませておかなければなりません。朝の支度、学習の準備など自

分のことを自分で確実に行ってからアルパカの世話をすることとなります。世話そのもの

も決められた時間でテキパキと行わなければなりません。また、一緒に活動する仲間と仲

良く行わなければなりません。 

動物飼育を始めてから、自分のことを確実にできるようになった、以前よりも自分から

話しかけることが増えたなど、子どもの成長を先生方や保護者から聞くことがありますが、

まさにこの経験が生きているからと思います。 

 

 動物飼育をするとき、「生命の大切さを学ぶ」とはよく聞きますが、それ以外にも、いや

それ以上に、「子どもが自立する」という教育的価値があるのです。これは、当校が目指す、

「みんなが成長する学校」と方向を同じくするものです。 

アルパカを仲間として迎え入れ、ともに生活をしていくこと（世話をすること）を通して、

子どもも、子どもを取り巻く大人も、成長していくのです。もちろんアルパカもです。 

 

 最後になりましたが、この度の教育活動の実施に際して、山古志のアルパカ牧場の関係

者の皆様、相村建設の社長様はじめ関係者の皆様には、多大なご支援をいただきました。

この場をお借りして感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 

＊＊学校 HPにカラー版を載せています。よろしければご覧ください。 



 

子どもたちがずっと楽しみにしていたアルパカがやってきました。

「アルパカさんが安心できるように。楽しい気分になるように」を合

言葉に、一生懸命、入学式に向けて準備を進めました。当日は、あい

にくの天候で、アルパカさんと子どもたちの交流をお見せすることが

できず、とても残念でした。 

翌日は、とても良い天気だったので、みんなでお世話の仕方を勉強

しました。「先生、触れたよ！」「早く名前を決めたい！」と、大変意

欲的に触れ合っていました。 

 

 生活科では、畑の片付けをしました。熱中症対策で「２０分勝負！

みんなで力を合わせて頑張るよ」と話をして畑に出ました。子ども

たちのチームワークは抜群で、「なかなか抜けない～」と困ってい

る子がいると、一緒に枯れた苗を抜くのを手伝ったり、「次、何し

たらいい？」と仕事を探したりしていました。その結果、なんと１

５分で作業が終わりました。作業の後には「野菜さん、今でありが

とう」という声も聞こえました。これからは冬野菜に向けて準備を

進めていきます。 

 

子どもたちが一生懸命に取り組んだ夏休みの宿題に目を通しまし

た。「学習帳」では、これまでの学習をしっかり復習し、確実に自分の

力にした人が多くいました。「一行日記」には、夏休みを楽しく過ごし

たことが細かく書かれており、楽しく読むことができました。子ども

たちとの会話も弾みました。「自由課題」は、子どもたちの思いがたく

さん詰まった力作ぞろいでした。２学期も子どもたちといっしょにい

ろいろな活動を楽しみます。 

 

議題は「友達の名前を呼ぶときに、あだ名とちゃん付けが多

い」というものでした。つまり、「さん」を付けて呼んでいな

い人が多いということです。クラス会議の結果、「理由を聞く」

というルールが１つ決まりました。みんな平等に「さん」を付

けて呼ぶことの価値が、みんなで共有できるとよいと思ってい

ます。すごく深く考えています。４年生になり思考の深まりが

見られる子が増えたように感じます。 

 

５年生最大の行事ともいえる、自然体験教室に向けての準

備が始まりました。９月２７日に妙高青少年自然の家に行っ

てきます。昨年度の活動の写真を見てイメージを膨らませ、

それぞれの思いを共有しつつ、楽しみながら準備を進めてい

ます。クラスの仲間と寝食を共にして過ごす貴重な機会です

ので、この体験を通してより仲を深めていってほしいと思い

ます。 

 

 

陸上の課外活動が始まりました。部長、副部長も決まりま

した。部長は秋山洋介さん、副部長は根岸大空さんです。 

２人をリーダーに、５年生をひっぱってがんばってくれる

ことを期待します。目標は、「選手になって入賞を目指す」

だけではありません。自分の記録に挑戦し、「最後の陸上課

外を精いっぱい取り組む」でもよいと思います。自分の目標

に向かって取り組み、「最高の陸上課外」を目指してほしい

と思います。 

生き生き学ぶ 直小っ子    各学年のおたよりから 

１松 

２松 

３松 

４松 

５松 

６松 



 

 

上越教育大学の教育実習生

と学校支援プロジェクトの赤

坂研究室の院生の皆さんが２

学期から来ていただいていま

す。子どもたちと一緒に活動を

しながら見守りや支援をして

いただいています。また、先生

方の研修や研究にも積極的に

参加していただき、協働しなが

らより良い指導について学び

合っています。   すべては直江津小学校の子どもたちのために。どうぞよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休み中の３５℃を超える暑さの中、学校教職員で協力してペンキ塗りを行いました。 

横断歩道や通路を示した黄色い線、そして、玄関前の遊び場（ケンケンパー、どんじゃんけん遊

び）などを完成させました。早速、子どもたちは 2学期が始まって、すぐにケンケンパーをして遊

んだり、どんじゃんけん遊びをしたりする姿が見られました。登下校するときは、黄色い線の外側

を通っています。 

黄色い線の内側部分は、天王川が流れている場所にあたり、コンクリート部分がかなり老朽化し

ている状況です。お車でお越しの場合は、その部分には停めないようにお願いいたします。 

 

  

日頃より、保護者の皆様、地域の皆様からは、子どもたちを温かく見守っていただいていること

に感謝申し上げます。昨年度に引き続き、保護者、地域の皆様からのメッセージを、子どもたちに

ダイレクトに届けたい、そして、たくさんの人から温かく見守ってもらっていることを子どもたち

に感じてもらいたいという願いのもと、「あったかメッセージ」を募ります。 
持久走大会や汐なり文化祭、授業の様子をご覧いただき、子どもたちのがんばる姿や、感動した

姿などぜひ、メッセージカードに書いてください。カードは各行事の事前にお配りする予定です。

学校にもカードを準備しておきますのでご記入をお願いいたします。カードは掲示して、子どもた

ちがいつでも見られるようにします。子どもたちが、多くの方の温かな思いに包まれて成長してい

けるよう、ぜひメッセージをお願いいたします。 

教育実習生と学校支援プロジェクトの大学院生の紹介 

先生たちがペンキ塗りを頑張りました！！ 
この部分が危険

です。 

「あったかメッセージ」大募集！！ 



 

 

 

 

今年度も、汐なり文化祭と汐なり教育の日コンサ

ートをセットで行います。 

午前中の汐なり文化祭には、子どもたちの絵画作

品の展示とＰＴＡの皆様による「お祭りコーナー」

を実施します。コロナ禍で休止汐なり市（一品販売）

や地域作品展を、今年度は実施いたします。食券につきまして

は、お土産のお菓子の前売り券との引換のみになります。 

昼食をはさんで、『汐なり教育の日コンサート』を開催します。

多くの皆様からのご参加をお待ちしております。 

コンサートでは、２つの団体から演奏をしていただきます。

直江津中学校吹奏楽部と新井吹奏楽団の皆さんです。 

直江津中学校吹奏楽部は、新潟県吹奏楽コンクール県大会で銀賞という素晴らしい成績を残されまし

た。祇園祭にも参加し、地元直江津を代表する皆さんです。 

新井吹奏楽団は、妙高市を中心に活動しており、コンクールや定期演奏会など、幅広く音楽活動を展

開しています。また、新潟県吹奏楽コンクールでは、金賞を受賞し県の代表として西関東大会に何度も

出場したほどの実績のある皆さんです。 

今回は、２つの団体からそれぞれ演奏してい

ただきますが、もしかしたら合同での演奏も聴

ける！？かもしれません。ぜひ、当日を楽しみに

してほしいと思います。 

なお、地域の方は、事前の申し込みが必要と

なります。申込方法については回覧の案内文

書をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

  

 

1０月２８日（土）は 汐なり文化祭・ 

          汐なり教育の日コンサートです！！ 
 

【１０月】 

４日（水）市親善陸上大会（５．６年生参加） 

５日（木）市親善陸上大会予備日              

６日（金）PTA実行委員会  

１０日（火）直中学校区あいさつ運動（～１２日）                    

１２日（木）持久走記録会                     

１３日（金）中学校区いじめ見逃しゼロスクール集会 

学校運営協議会 学校給食運営協議会                   

１７日（火）就学児健康診断（全校４限給食後下校）               

１８日（水）PTA環境整備作業 

１９日（木）PTA環境整備作業 

主な行事予定 

 

２０日（金）学校保健委員会５．６年 

２４日（火）全校集会            

２７日（金）汐なり文化祭・汐なり教育の日コンサート        

      前日準備 

２８日（土）汐なり文化祭・汐なり教育の日コンサート                    

３０日（月）振替休日 

 


